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Abstract With the development and the diffusion of Internet of Things (IoT) technologies, various types of data
are generated for IoT applications anywhere and anytime. We defined IoT device data that depends heavily on gen-
eration time and location as spatio-temporal data (STD). Spatio-temporal data use is effective in what is provided
quickly to users within a specific location. Therefore, we have proposed the STD retention system to achieve the
paradigm of ”local production and consumption of STD.” and evaluated the system using a network simulator.
In this paper, to evaluate the feasibility of the STD retention system under the actual environment, we constructed
the system using Raspberry Pi and conducted demonstration experiments.
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1. は じ め に
Internet of Things (IoT) 技術の発展と普及に伴い，多くの
IoTデバイスが爆発的に増加すると予測されている．Cisco An-
nual Internet Report (2018 ～ 2023 年) ホワイトペーパー [1]
によると M2M（Machine-to-Machine）デバイス数は 2023 年














た [2] - [5]．この時空間データ滞留方式では，車両が高い計算資
源，大容量ストレージの保有，そして無線通信インターフェー
スを有する可能性がある事に着目し，車両を情報の中継ハブ






































































































2. 4 課 題












3. 関 連 研 究
文献 [6] では，車両が高速で移動することによる，VANETが
抱えるデータ拡散・共有の問題について議論している．これを
踏まえて，文献 [6] は特定のエリア内で，位置に基づく Geocast









まず server approach では，固定されたサーバはデータ保持の
ために用いられ，geocast routing protocol に基づき滞留エリ
アにデータを送信する．サーバはデータ送信のため，各ノー
ドの位置情報を交換する必要があるため，サーバへの負担が













Floating Content [11] ，Locus [12]などが提案されている．文
献 [10] では各ノードのナビ情報の交換によって滞留エリアに向
かうノードを特定し，効果的に滞留エリアへデータを送信する．














































ための端末として，Raspberry Pi 4 Model B にタッチパネル
式の小型ディスプレイを搭載させ，誰でも簡単にデータ入力可










または他の中継器からデータを受信した場合，0 < s < d の範
図 3: 送信側 UIの表示画面














めの UI を実装した．図 4に開発した受信機の UI を示す．本
稿では，受信機にも Raspberry Pi 4 Model B を使用した．










Raspberry Pi 4 Model B を用いて，それぞれに実装した各機
能を搭載した．本実験では送信機 1台，中継機 6台，受信機 1
台を作成した．全端末は Raspberry Pi に搭載されたWi-Fi 通
信を用いて，アドホックネットワークを形成し，同一セグメン
トによるネットワーク構成となるよう設定した．今回の設定と
して，送信間隔 dを 5s，滞留半径を 120mとし，滞留の中心位
























































中継ノード 2 と中継ノード 3 によって提供される滞留エリア
の最大距離を示す．この実験結果より中継ノード 2によって無













する場合は 0sから 5s，中継ノードを 1つ経由する場合は 5sか
ら 10s，そして中継ノードを 2つ経由する場合は 10sから 15s
の間に分布していることが確認できた．これは，時空間データ
滞留システムにおいて，2.3 節に記述したとおり，中継ノード







る場合の最大到達時間は 15 秒となる．このとき，半径 120m
の滞留エリアを 15 秒で通過することを想定した場合，1 時間
で 57600ｍ，つまり 57km/hまでの移動体であれば 15秒以内
にデータを提供することが可能となる．歩行者の推定移動速度
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